
       
 

金
町
の
観
音
堂
と
益
子
家 

 

金
町
か
ら
県
道
大
子
那
須
線
を
北
上
す
る
と
、
池
田
橋
の
少
し
手
前
の
山

側
に
観
音
堂
が
あ
る
。
益
子
志
摩
守
が
病
門
の
場
所
（
病
気
に
か
か
り
や
す
い

と
さ
れ
る
家
相
の
方
角
）
に
建
立
し
た
と
さ
れ
、
境
内
に
は
益
子
家
代
々
の
墓

地
が
あ
る
（
石
井
良
一
『
奥
久
慈
膝
く
り
げ
』
）
。
益
子
家
は
、
下
野
益
子
庄
高

館
の
城
主
の
後
裔
が
大
子
の
地
に
移
り
住
み
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
、
益

子
和
泉
兼
継
の
代
に
、
水
戸
藩
で
は
初
め
て
郷
士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
旧
家

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
瀬
谷
義
彦
『
水
戸
藩
郷
士
の
研
究
』
）
。
今
回
は
、
観
音

堂
と
益
子
家
に
関
し
て
、
新
た
な
資
料
と
当
家
に
伝
わ
る
逸
話
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
茨
城
県
立
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
益
子
氏
系
図
〔
大
子
村
益

子
氏
〕
」（
高
橋
清
賀
子
家
文
書
。
以
下
、
「
系
図
」
）
で
あ
る
。
高
橋
家
文
書
は
、

水
戸
藩
の
学
者
、
豊
田
天
功
（
一
八
〇
五
～
一
八
六
四
）
、
小
太
郎
（
一
八
三
四

～
一
八
六
六
）
父
子
の
子
孫
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
天
功
と
小
太
郎
は
、
歴
史

編
纂
事
業
を
行
っ
て
い
た
彰
考
館
の
総
裁
を
勤
め
て
い
る
。 

系
図
に
は
、
始
祖
の
「
紀
貫
之
男
始
常
州
給
信
田
郡
、
次
宦
、
紀
仲
之
、

安
和
二
歳
行
四
十
八
才
卒
」
か
ら
「
益
子
逸
平
兼
辟
」
ま
で
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
益
子
家
が
歴
代
の
水
戸
藩
主
に
「
御
奉
公
」
し
た
事
蹟
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
作
成
者
は
益
子
家
の
関
係
者
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
資
料
の
一

枚
目
に
は
「
豊
田
之
図
書
印
」
が
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
功
又
は

小
太
郎
が
彰
考
館
に
勤
め
て
い
た
と
き
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

系
図
の
最
後
に
見
え
る
逸
平
兼
辟
（
後
に
民
部
左
衛
門
を
襲
名
）
は
、
明
治

元
年
（
一
八
六
八
）
、
天
狗
党
の
追
討
を
受
け
、
八
日
市
場
の
戦
い
で
亡
く
な

っ
て
い
る
。
系
図
で
は
、
逸
平
兼
辟
が
民
部
左
衛
門
を
名
乗
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
作
成
の
時
期
は
家
督
を
相
続
す
る
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。 

系
図
に
よ
る
と
、
志
摩
守
の
嫡
子
の
和
泉
守
兼
継
は
初
代
藩
主
頼
房
か
ら

百
石
の
士
分
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
、
藩
直
営
の
小
久
慈
金
山
の
元
締
め
を

勤
め
た
。
家
来
一
七
〇
人
を
抱
え
、
土
手
や
堀
構
え
を
持
つ
屋
敷
を
持
ち
、

藩
主
を
迎
え
る
御
殿
が
あ
っ
た
。
兼
継
の
息
子
の
郷
左
衛
門
は
二
代
藩
主
光

圀
か
ら
郷
士
に
召
し
出
さ
れ
、
五
十
石
と
民
部
左
衛
門
の
名
を
拝
領
し
、
光

圀
が
西
山
荘
に
隠
居
後
、
息
子
の
卯
兵
衛
と
御
前
に
度
々
勤
め
た
と
い
う
。 

観
音
堂
の
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

和
泉
守
兼
継
が
藩
主
頼
房
の
平
癒
宿
願
の
た
め
、
西
国
三
十
三
所
と
大
社
参

り
を
し
、
尾
張
藩
主
、
紀
伊
藩
主
に
も
御
目
通
り
を
得
た
。
帰
国
の
後
、
観

音
堂
を
建
立
し
、
お
札
を
納
め
た
が
、
藩
に
無
断
で
出
か
け
た
た
め
、
お
叱

り
を
受
け
て
謹
慎
し
た
と
い
う
。
な
お
、
観
音
堂
は
屋
敷
に
建
立
さ
れ
た
と

あ
り
、
後
に
現
在
の
場
所
に
移
築
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
現
当
主
の
薫
氏
が
祖
母
か
ら
聞
い
て
い
た
話
に
よ
る
と
、
観
音
堂 

に
は
小
仏
二
体
（
写
真
）
が
安
置
さ
れ
て
い 

た
が
、
い
つ
の
頃
か
自
宅
で
保
管
さ
れ
る
よ 

う
に
な
っ
た
。
薫
氏
の
父
、
故
寛
寿
氏
が
出 

征
す
る
際
、
祖
母
は
小
仏
を
襟
に
縫
い
付
け 

て
持
た
せ
た
と
い
う
。
こ
の
小
仏
は
、
薫
氏 

に
よ
っ
て
今
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
益
子
家
に
残
る
資
料
に
つ
い
て
、 

薫
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
大
金
祐
介
氏
（
歴 

史
資
料
調
査
研
究
員
）
、
石
井
裕
氏
（
学
習
院
大 

学
史
料
館
客
員
研
究
員
）
と
調
査
を
進
め
て
い 

る
。
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
本 

誌
上
で
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。（
小
松
崎
研
） 
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大
子
町
の
坂
に
は
名
前
が
あ
る
の
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
島
儀
昌 

◇
坂
の
名
前 

様
々
な
地
域
自
治
体
に
あ
る
坂
に
は
名
前
が
あ
り
、
観
光
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
地
図
に
も
坂
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
坂
の
名
前
か
ら
は
そ
の

地
域
の
歴
史
や
昔
の
文
化
や
交
通
手
段
な
ど
も
想
像
出
来
て
面
白
い
も
の
で

す
。
そ
れ
で
は
、
視
点
を
変
え
て
、
坂
の
名
前
が
大
子
町
に
あ
る
か
と
い
う

と
、
私
自
身
は
そ
れ
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
疑
問
に
思
っ
た
の
で
数
年
前

か
ら
少
し
ず
つ
坂
に
名
前
が
あ
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

◇
地
図
等
で
読
み
、
歩
き
、
聞
い
て
調
べ
る 

ま
ず
町
の
地
図
な
ど
で
名
前
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
峠
の
名
前
や
道
に
は

名
前
が
あ
り
ま
し
た
が
、
坂
の
名
前
に
つ
い
て
は
記
載
が
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
町
に
は
視
界
に
入
る
ほ
ど
坂
が
多
く
、
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
必
ず
名

前
が
あ
る
気
が
し
た
の
で
、
次
に
近
隣
の
坂
を
歩
い
て
そ
の
痕
跡
を
探
し
て

み
る
と
石
碑
が
中
央
公
民
館
近
く
の
坂
に
建
ち
、
「
岩
坂
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
お
そ
ら
く
岩
の
あ
る
坂
で
あ
る
た
め
で
し
ょ
う
。
こ
の
碑
が
あ
っ

た
こ
と
で
大
子
町
の
坂
に
も
名
前
が
あ
る
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
し

か
し
他
の
い
く
つ
か
の
坂
に
は
碑
も
な
く
、
無
名
の
坂
が
た
だ
そ
こ
に
あ
る

と
い
う
状
態
で
し
た
。 

 

そ
の
次
に
、
ほ
か
の
方
々
へ
坂
の
名
前
を
た
ず
ね
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

す
る
と
幾
人
の
方
か
ら
坂
の
名
前
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ど
う
や
ら

町
の
各
地
の
坂
に
も
名
前
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
教
え
て
い
た
だ
い

た
坂
へ
行
き
、
現
地
で
確
認
を
し
た
坂
の
名
前
を
い
く
つ
か
左
へ
記
し
ま
す
。 

・
塙 

 

「
イ
ド
坂
」 

城
の
井
戸
が
あ
っ
た
ら
し
い
。 

・
上
金
沢
「
大
門
坂
」 

大
き
な
門
が
あ
っ
た
？ 

・
頃
藤 

「
御
堂
坂
」 

御
堂
が
あ
っ
た
？ 

・
大
子 

「
三
貫
坂
」 

産
が
難
の
坂
、
三
つ
目
小
僧
の
い
た
坂
で
三
眼
坂
？ 

・
小
生
瀬
「
這
坂
」 

 

這
う
ほ
ど
困
難
な
坂
？ 

◇
危
惧
す
る
こ
と 

さ
て
こ
の
よ
う
に
坂
の
名
前
を
知
れ
て
良
か
っ
た
反
面
、
危
惧
も
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
坂
の
名
前
は
ど
う
や
ら
記
録
や
標
示
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

多
く
の
名
前
が
口
承
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
前
述
の
通
り
坂

の
名
前
か
ら
は
歴
史
や
文
化
や
生
活
の
様
子
等
の
こ
と
を
知
れ
ま
す
が
、
一

旦
そ
の
名
前
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
歴
史
な
ど
も
途
切
れ
て
し

ま
う
は
ず
で
す
。
口
承
だ
け
で
は
な
く
し
っ
か
り
と
し
た
記
録
が
必
要
で
し

ょ
う
。
歴
史
や
文
化
は
未
来
へ
の
リ
レ
ー
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
途
切
れ

ず
に
二
十
二
世
紀
、
そ
の
先
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

◇
知
り
え
た
坂
の
名
前
か
ら 

身
近
な
疑
問
か
ら
始
め
た
私
の
坂
の
名
前
の
調
査
は
こ
こ
ま
で
と
し
ま

す
。
坂
の
名
前
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
し
た
方
々
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
町
に
も
坂
の
名
前
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
数
が
増
え
て
き
た

中
で
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
他
の
地
域
自
治
体
の
よ
う
に
坂
の
名
前
の

標
示
が
あ
れ
ば
、
町
へ
観
光
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ト
レ
ラ
ン
や
ハ
イ
キ
ン
グ

等
で
訪
れ
た
方
々
に
も
地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ド
ラ
イ
ブ
中
に
坂
の
名
前
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
楽
し

い
話
題
も
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
中
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
中
に
激
坂
に
出
会
っ
た
時
に
も
坂
の
名
前
が
越
え
る
べ
き
相
手
の
よ
う
な

存
在
と
な
っ
て
気
分
高
揚
に
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
子
町
へ

帰
省
さ
れ
た
方
々
に
は
名
前
の
あ
る
坂
が
故
郷
の
風
景
と
し
て
印
象
深
く
心

に
残
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
の
他
、
名
前
の
分
か
ら
な
い
坂
に
は
新
た
に
名
前
を
つ
け
て
も
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
人
で
親
し
み
を
込
め
て
名
前
を
つ
け
て
、
令
和
時

代
の
名
前
の
坂
が
あ
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
そ
れ
も
歴
史
と

な
る
は
ず
で
す
。 

坂
の
名
前
に
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
例
え
ば
個
人
や
各
地
区
で
坂
の
名
前

や
由
来
を
記
録
す
る
の
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。 

※
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
担
当
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
大
子
町
在
住
） 

大
子
町
の
中
世
石
造
物
（
一
） 

野
内
智
一
郎 

 
 

大
子
町
に
は
、
様
々
な
時
代
の
石
造
物
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

現
在
も
路
傍
や
神
社
の
片
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
、
し
か
し
確
か
に
、
大
子
町
の

歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
大
子
町
で
は
、
道
標
の
調
査
が
記
憶
に
新
し
い

が
、
今
回
、
中
世
の
石
造
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
た
い
。 

第
一
回
目
は
板
碑
（
い
た
び
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
に
造
ら
れ
た
板
状

の
石
の
卒
塔
婆
で
あ
る
。
供
養
目
的
に
造
ら
れ
、
中
世
に
は
「
板
石
塔
婆
」

（
い
た
い
し
と
う
ば
）
と
呼
ば
れ
た
。
全
国
で
み
ら
れ
、
関
東
で
は
特
に
十
三

世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
確
認
さ
れ
る
。
埼
玉
県
秩
父
産
の
緑
泥
片
岩
製
の
武

蔵
型
板
碑
と
筑
波
南
麓
産
の
黒
雲
母
片
岩
や
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
用
い
た
下

総
型
板
碑
が
知
ら
れ
る
。
中
世
武
士
の
信
仰
に
強
く
関
連
す
る
重
要
な
遺
物

で
あ
る
。 

板
碑
は
大
子
町
で
三
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
異
な
る
特
徴
を
備

え
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
目
が
、
大
子
町
大
子
の
愛
宕
神
社
境
内
に
、

二
つ
目
が
大
子
町
下
野
宮
秋
葉
神
社
境
内
に
、
三
つ
目
が
大
子
町
浅
川
に
所

在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
こ
こ
で
は
大
字
名
を
と
っ
て
大
子
板
碑
、
下
野
宮
板
碑
、

浅
川
板
碑
と
す
る
。 

①
大
子
板
碑 

紀
年
銘
は
な
く
、
中
央
に
キ
リ
ー
ク
（
弥
陀
）
一
尊
の
み
を
配
す
る
。
頂
部

山
形
を
呈
し
、
二
条
線
を
も
つ
。
形
は
武
蔵
型
板
碑
に
似
せ
て
い
る
が
、
裏

面
は
面
取
り
が
な
く
無
調
整
で
あ
る
。
石
材
は
火
成
岩
系
を
用
い
て
お
り
、

在
地
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
型
式
に
う
ま
く
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
特
殊
な
例
で
あ
る
。 

②
下
野
宮
板
碑 

平
成
六
年
の
茨
城
県
立
歴
史
館
に
よ
る
調
査
（
佐
藤
次
男
・
堤
禎
子
・
野
内
正

美
の
三
氏
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
「
元
弘
二
年
十
月
□
日
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
。

元
弘
二
年
は
一

三
三
二
年
に
当

た
り
、
鎌
倉
幕
府

滅
亡
の
前
年
で
、

倒
幕
を
図
る
後

醍
醐
天
皇
が
隠

岐
に
流
さ
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に

政
情
が
不
安
定

な
時
期
で
あ
る
。
当
板
碑
の
石
材
は
緑
泥
片
岩
で
、
埼
玉
県
を
中
心
に
分
布

す
る
武
蔵
型
板
碑
で
あ
る
。
埼
玉
県
域
に
て
製
作
さ
れ
、
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
梵
字
は
キ
リ
ー
ク
（
弥
陀
）
を
中
央
に
、
左
右
に
サ
（
観
音
）
、
サ

ク
（
勢
至
）
が
配
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
阿
弥
陀
三
尊
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
当
板

碑
は
茨
城
県
内
の
武
蔵
型
板
碑
の
北
限
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
弘
二

年
で
は
な
く
三
年
と
見
る
向
き
も
あ
り
、
後
世
（
中
世
以
降
）
の
搬
入
品
の
可

能
性
も
含
め
て
今
後
精
査
が
必
要
で
あ
る
。 

③
浅
川
板
碑 

線
刻
に
よ
り
地
蔵
菩
薩
立
像
が
表
現
さ
れ
た
、
特
殊
な
板
碑
で
あ
る
。
銘

文
は
一
部
分
の
み
が
残
る
が
、「
貞
治
二
年 

八
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
貞

治
二
年
は
一
三
六
二
年
に
あ
た
る
。「
文
光
」
と
の
文
字
も
見
え
る
が
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
百
年
ほ
ど
下
る
（
康
正
元
年
・
一
四
五
五
年
）
が
常
陸
大
宮
市
内

で
も
線
刻
に
よ
る
不
動
明
王
像
の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
画

像
板
碑
と
も
い
う
べ
き
珍
し
い
板
碑
に
な
る
。
当
板
碑
の
石
材
は
①
の
大
子

板
碑
と
同
様
、
火
成
岩
系
で
あ
り
、
大
子
町
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
て
製
作

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
三
基
の
板
碑
は
い
ず
れ
も
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
一
口
に

板
碑
と
い
っ
て
も
そ
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
地
方
の
中
世
の
供

養
の
形
や
有
力
者
の
在
り
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
、
関
心
は
深
ま

る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
常
陸
大
宮
市
在
住
） 

 
下野宮板碑 
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大
子
町
の
中
世
石
造
物
（
一
） 

野
内
智
一
郎 

 
 

大
子
町
に
は
、
様
々
な
時
代
の
石
造
物
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、

現
在
も
路
傍
や
神
社
の
片
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
、
し
か
し
確
か
に
、
大
子
町
の

歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
大
子
町
で
は
、
道
標
の
調
査
が
記
憶
に
新
し
い

が
、
今
回
、
中
世
の
石
造
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
た
い
。 

第
一
回
目
は
板
碑
（
い
た
び
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
に
造
ら
れ
た
板
状

の
石
の
卒
塔
婆
で
あ
る
。
供
養
目
的
に
造
ら
れ
、
中
世
に
は
「
板
石
塔
婆
」

（
い
た
い
し
と
う
ば
）
と
呼
ば
れ
た
。
全
国
で
み
ら
れ
、
関
東
で
は
特
に
十
三

世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
確
認
さ
れ
る
。
埼
玉
県
秩
父
産
の
緑
泥
片
岩
製
の
武

蔵
型
板
碑
と
筑
波
南
麓
産
の
黒
雲
母
片
岩
や
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
用
い
た
下

総
型
板
碑
が
知
ら
れ
る
。
中
世
武
士
の
信
仰
に
強
く
関
連
す
る
重
要
な
遺
物

で
あ
る
。 

板
碑
は
大
子
町
で
三
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
異
な
る
特
徴
を
備

え
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。
一
つ
目
が
、
大
子
町
大
子
の
愛
宕
神
社
境
内
に
、

二
つ
目
が
大
子
町
下
野
宮
秋
葉
神
社
境
内
に
、
三
つ
目
が
大
子
町
浅
川
に
所

在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
こ
こ
で
は
大
字
名
を
と
っ
て
大
子
板
碑
、
下
野
宮
板
碑
、

浅
川
板
碑
と
す
る
。 

①
大
子
板
碑 

紀
年
銘
は
な
く
、
中
央
に
キ
リ
ー
ク
（
弥
陀
）
一
尊
の
み
を
配
す
る
。
頂
部

山
形
を
呈
し
、
二
条
線
を
も
つ
。
形
は
武
蔵
型
板
碑
に
似
せ
て
い
る
が
、
裏

面
は
面
取
り
が
な
く
無
調
整
で
あ
る
。
石
材
は
火
成
岩
系
を
用
い
て
お
り
、

在
地
の
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
型
式
に
う
ま
く
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
特
殊
な
例
で
あ
る
。 

②
下
野
宮
板
碑 

平
成
六
年
の
茨
城
県
立
歴
史
館
に
よ
る
調
査
（
佐
藤
次
男
・
堤
禎
子
・
野
内
正

美
の
三
氏
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
「
元
弘
二
年
十
月
□
日
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
。

元
弘
二
年
は
一

三
三
二
年
に
当

た
り
、
鎌
倉
幕
府

滅
亡
の
前
年
で
、

倒
幕
を
図
る
後

醍
醐
天
皇
が
隠

岐
に
流
さ
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に

政
情
が
不
安
定

な
時
期
で
あ
る
。
当
板
碑
の
石
材
は
緑
泥
片
岩
で
、
埼
玉
県
を
中
心
に
分
布

す
る
武
蔵
型
板
碑
で
あ
る
。
埼
玉
県
域
に
て
製
作
さ
れ
、
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
梵
字
は
キ
リ
ー
ク
（
弥
陀
）
を
中
央
に
、
左
右
に
サ
（
観
音
）
、
サ

ク
（
勢
至
）
が
配
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
阿
弥
陀
三
尊
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
当
板

碑
は
茨
城
県
内
の
武
蔵
型
板
碑
の
北
限
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
元
弘
二

年
で
は
な
く
三
年
と
見
る
向
き
も
あ
り
、
後
世
（
中
世
以
降
）
の
搬
入
品
の
可

能
性
も
含
め
て
今
後
精
査
が
必
要
で
あ
る
。 

③
浅
川
板
碑 

線
刻
に
よ
り
地
蔵
菩
薩
立
像
が
表
現
さ
れ
た
、
特
殊
な
板
碑
で
あ
る
。
銘

文
は
一
部
分
の
み
が
残
る
が
、「
貞
治
二
年 

八
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
貞

治
二
年
は
一
三
六
二
年
に
あ
た
る
。「
文
光
」
と
の
文
字
も
見
え
る
が
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
百
年
ほ
ど
下
る
（
康
正
元
年
・
一
四
五
五
年
）
が
常
陸
大
宮
市
内

で
も
線
刻
に
よ
る
不
動
明
王
像
の
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
画

像
板
碑
と
も
い
う
べ
き
珍
し
い
板
碑
に
な
る
。
当
板
碑
の
石
材
は
①
の
大
子

板
碑
と
同
様
、
火
成
岩
系
で
あ
り
、
大
子
町
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
て
製
作

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
三
基
の
板
碑
は
い
ず
れ
も
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
一
口
に

板
碑
と
い
っ
て
も
そ
の
形
態
は
様
々
で
あ
る
。
こ
れ
が
当
地
方
の
中
世
の
供

養
の
形
や
有
力
者
の
在
り
方
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
、
関
心
は
深
ま

る
ば
か
り
で
あ
る
。 
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茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
山
間
地
帯
特
産
指
導
所
の
歴
史 

鈴
木
清
貴 

 

皆
さ
ん
は
大
子
町
頃
藤
に
農
業
関
連
の
試
験
研
究
組
織
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
そ
の
名
を
「
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
山
間
地
帯
特

産
指
導
所
（
以
下
。
当
所
と
表
記
）
」
と
呼
び
ま
す
。
国
道
一
一
八
号
線
沿
い
に

は
あ
る
の
で
す
が
、
国
道
か
ら
少
々
奥
ま
っ
た
所
に
あ
る
総
面
積
約
五
万
九

千
平
米
の
施
設
に
な
り
ま
す
。
入
口
付
近
に
は
看
板
も
あ
り
ま
す
の
で
、
名

前
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
行
っ
た
こ

と
も
な
い
し
、
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
正
直
な
と
こ
ろ
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
地
元
大
子
を
含
む
県
北
地
域
の
農
家
と
共

に
歩
ん
で
き
た
当
所
の
歴
史
と
業
務
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
ず
、
当
所
の
歴
史
と
言
い
ま
す
か
沿
革
を
紹
介
し
ま
す
と
、
創
立
は
昭

和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
「
茨
城
県
山
間
地
帯
特
産

指
導
農
場
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
場
所
は
大
子
町
北
田
気
（
写
真
上
部
）
に
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
は
「
茨
城
県
山
間
地
帯
特
産
指

導
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
大
子
町
頃
藤
（
写

真
下
部
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
茨
城
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
現
在
の
名
称
と
な
り
現
在

に
至
り
ま
す
。
振
り
返
る
と
、
農
場
設
立
か
ら
数
え
て
今
年
で
六
十
九
年
目
、

頃
藤
に
移
転
し
て
か
ら
は
三
十
七
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
、
職
員
数
は
十
四
名
（
時
短
勤
務
者
含
む
）
で
、
試
験
研
究
の
従
事
者

と
現
場
作
業
の
従
事
者
に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
が
、
試
験
の
中
核
を
担
う
職

員
は
若
手
（
三
十
歳
代
）
で
三
名
に
な
り
ま
す
。 

次
に
、
当
所
の
具
体
的
な
業
務
内
容
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
大
子
町
の
特

産
品
に
は
米
や
野
菜
、
果
物
な
ど
多
数
あ
り
ま
す
が
、
設
立
当
初
に
当
所
（
北

田
気
）
が
取
扱
っ
た
品
目
は
、
リ
ン
ゴ
、
桃
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
茶
、
椎
茸
で
し

た
。
品
目
ご
と
に
栽
培
試
験
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
品
種
等
の
展
示
や

農
家
へ
の
栽
培
指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
特
に
、
品
種
や
品
種
登
録
前

の
系
統
比
較
試
験
は
、
茶
栽
培
の
北
限
、
リ
ン
ゴ
栽
培
の
南
限
と
呼
ば
れ
る

大
子
町
の
試
験
デ
ー
タ
の
位
置
づ
け
が
、
地
元
農
家
だ
け
で
な
く
他
県
の
試

験
研
究
者
か
ら
も
大
変
重
宝
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
し
、
現
在
も
続
い
て
お
り

ま
す
。 

当
所
で
は
試
験
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
際
、
地
元
農
家
や
生
産
部
会
だ
け
で

な
く
、
関
係
機
関
（
町
や
Ｊ
Ａ
）
な
ど
現
地
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
重
要
視
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
要
望
を
受
け
て
、
欧
州
系
ブ
ド
ウ
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
山
菜
類
（
山
う
ど
、
タ
ラ
ノ
メ
）
だ
け
で
な
く
、
食
用
ほ
お
ず
き
や
常
陸

大
黒
（
花
豆
）
、
ハ
ナ
モ
モ
（
枝
物
）
な
ど
多
様
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
も
視
野
に
、
リ
ン
ゴ
、
茶
、
ハ

ナ
モ
モ
、
奥
久
慈
ね
ぎ
、
常
陸
大
黒
を
テ
ー
マ
と
す
る
課
題
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
も
試
験
研
究
だ
け
で
な
く
、
指
導
機
関
と
し
て
地
元
農
家

の
皆
様
に
頼
ら
れ
る
組
織
を
目
指
し
ま
す
。 

（
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
山
間
地
帯
特
産
指
導
所
長
） 

大
子
町
に
惹
か
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
藤
望
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私
は
今
年
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
大
子
町
上
野
宮
で
わ
さ
び

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
子
町
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
袋
田
の
滝
な

ど
の
観
光
地
と
し
て
親
し
み
の
あ
る
町
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
住
ん
で

み
る
と
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
魅
力
が
数
多
く
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。 

 

農
家
に
な
る
こ
と
を
志
し
て
か
ら
、
人
生
を
か
け
て
熱
中
で
き
る
作
物
を

探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
大
好
き
だ
っ
た
「
わ
さ
び
」
に
興
味
を
持

ち
、
大
子
町
で
わ
さ
び
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
戸
辺
さ
ん
の
存
在
を
知
り
ま
し

た
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
「
ま
ず
は
話

を
聞
い
て
み
よ
う
」
と
思
い
、
直
接
会
い
に
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

初
め
て
お
会
い
し
た
戸
辺
さ
ん
は
、
と
て
も
優
し
そ
う
な
方
で
、
こ
の
人
か

ら
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
初
め
て
わ
さ
び
田
を
訪
れ
た
日
の
こ
と
は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
山
あ
い
を
流
れ
る
澄
ん
だ
水
、
静
か
な
空
気
、
木
々
に
囲
ま
れ

た
景
色
。
そ
の
中
で
育
つ
わ
さ
び
は
、
そ
れ
ま
で
見
て
き
た
農
業
と
は
ま
っ

た
く
違
う
世
界
で
し
た
。
「
こ
ん
な
場
所
で
育
つ
作
物
が
あ
る
ん
だ
」
と
感

動
し
、
そ
の
美
し
さ
と
独
特
な
栽
培
方
法
に
心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

 

わ
さ
び
田
の
作
業
で
一
番
好
き
な
の
は
収
穫
で
す
。
約
二
年
と
い
う
長
い

時
間
を
か
け
て
育
っ
た
わ
さ
び
を
掘
り
上
げ
る
瞬
間
は
、
何
度
経
験
し
て
も

特
別
な
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
順
風
満
帆
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
天
候
に
左
右
さ
れ
、
害
虫
や
病
気
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
水
路
の
管
理
や
今
後
の
販
売
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
不
思
議
と
「
辞
め
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
毎
日
違
う
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
わ
さ
び

田
と
向
き
合
う
時
間
が
楽
し
く
、
ど
う
に
か
こ
の
宝
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
相
棒
は
、
常
に
「
ど

う
す
れ
ば
も
っ
と
良
い
わ
さ
び
が
で
き
る
か
」

を
考
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
勢
に
刺
激
を

受
け
な
が
ら
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
環

境
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
業
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
「
ご
飯
で
も
食
べ
て
い
き

な
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、
多
く

の
温
か
さ
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
大
子
町

の
人
の
優
し
さ
は
、
こ
の
町
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
が
特
に
好
き
な
季
節
は
秋
で
す
。
色
鮮
や
か
に
染
ま
る
山
々
の
景
色
は

本
当
に
美
し
く
、
わ
さ
び
も
旬
を
迎
え
ま
す
。
静
か
な
山
の
中
で
、
清
ら
か

な
水
の
音
を
聞
き
な
が
ら
過
ご
す
時
間
は
、
こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え

る
贅
沢
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
六
月
下
旬
に
は
、
近
所
の
川
で
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
の
幻
想
的
な
光
景
に
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
水
の
綺
麗

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
う
わ
さ
び
田
を
つ
く
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
大
子
町
の
今
あ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
や
文
化

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
風
も
吹
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
さ
び
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
を
未
来
へ
つ
な

ぎ
、
「
農
業
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
」
と
若
い
世
代
に
も
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

大
子
町
に
住
み
始
め
て
、
私
は
自
然
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
人
の
温
か

さ
に
も
惚
れ
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
わ
さ
び
が
育
つ
場
所
が
大
子
町
で

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
に
足
を
つ

け
、
大
子
町
の
最
北
か
ら
茨
城
へ
、
そ
し
て
全
国
へ
、
大
子
の
わ
さ
び
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
農
林
課 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
） 

 
左から筆者、戸辺さん、石塚さん 
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大
子
町
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れ
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佐
藤
望
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取
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滝
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光
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熱
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。
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知
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介
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。
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と
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澄
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独
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収
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右
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も
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く
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。
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も
、
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と
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こ
の
宝
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
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と
感
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ま

す
。
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、
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の
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を
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だ
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っ
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、
「
ご
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で
も
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と
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を
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け
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く
だ
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と
、
多
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に
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ら
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き
ま
し
た
。
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子
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の
人
の
優
し
さ
は
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こ
の
町
の
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き
な
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
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ま
す
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私
が
特
に
好
き
な
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節
は
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で
す
。
色
鮮
や
か
に
染
ま
る
山
々
の
景
色
は

本
当
に
美
し
く
、
わ
さ
び
も
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を
迎
え
ま
す
。
静
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な
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の
中
で
、
清
ら
か

な
水
の
音
を
聞
き
な
が
ら
過
ご
す
時
間
は
、
こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え

る
贅
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だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
六
月
下
旬
に
は
、
近
所
の
川
で
飛
び
交
う
ホ

タ
ル
の
幻
想
的
な
光
景
に
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、
水
の
綺
麗

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
う
わ
さ
び
田
を
つ
く
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
し
て
、
大
子
町
の
今
あ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
や
文
化

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
風
も
吹
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
さ
び
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
を
未
来
へ
つ
な

ぎ
、
「
農
業
も
捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
」
と
若
い
世
代
に
も
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
大
子
町
に
住
み
始
め
て
、
私
は
自
然
の
豊
か
さ
だ
け
で
な
く
、
人
の
温
か

さ
に
も
惚
れ
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
わ
さ
び
が
育
つ
場
所
が
大
子
町
で

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
に
足
を
つ

け
、
大
子
町
の
最
北
か
ら
茨
城
へ
、
そ
し
て
全
国
へ
、
大
子
の
わ
さ
び
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
応
援
し
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
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大
子
町
農
林
課 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
） 

 
左から筆者、戸辺さん、石塚さん 
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【
保
内
衆
の
戦
国
時
代(

７)

】 

佐
竹
氏
の
保
内
支
配
を
支
え
た
石
井
一
族 

 

戦
国
時
代
が
始
ま
り
、
常
陸
周
辺
で
も
た
び
た
び
戦
闘
が
発
生
す
る
中
、

永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
に
佐
竹
義
舜
は
白
川
氏
所
領
で
あ
っ
た
依
上
保
（
保

内
、
以
下
保
内
）
に
進
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
幼
少
で
あ
る
義
篤
が
跡
を
継
ぐ

と
、
佐
竹
家
中
は
ま
と
ま
り
を
欠
き
、
保
内
支
配
も
不
安
定
化
し
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
に
岩
城
氏
が
保
内
北
東
部
に
進
出
し
、

保
内
は
佐
竹
氏
と
岩
城
氏
が
分
有
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。 

 

佐
竹
氏
の
保
内
支
配
が
揺
ら
ぎ
を
見
せ
る
中
、
佐
竹
義
篤
は
保
内
の
「
な

ま
せ
一
き
」（
生
瀬
一
揆
）
に
宛
て
て
、
次
の
よ
う
な
命
令
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 
 

保
内
が
取
り
乱
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、（
そ
ち
ら
に
）
小
祝
加
賀
守
を
遣

わ
し
ま
し
た
。（
あ
な
た
が
た
に
も
）
辛
労
を
か
け
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
す
べ
て
心
を
合
わ
せ
て
（
こ
ち
ら
に
）
来
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。

タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
小
祝
に
申
付
け
ま
し
た
。 

（
「
佐
竹
義
篤
判
物
写
」
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書
二
〇
） 

 

本
資
料
の
年
代
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
佐
竹
義
篤
の
用
い
て
い
る
花

押
（
サ
イ
ン
）
の
形
か
ら
、
保
内
が
佐
竹
氏
と
岩
城
氏
の
分
有
状
況
に
あ
っ
た

享
録
五
年
（
一
五
三
二
）
か
ら
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
保
内
が
取
り
乱
れ
る
具
体
的
な
様
相
は
不
明
で
す
が
、
天
文
三
年

か
ら
同
五
年
に
か
け
て
佐
竹
氏
と
岩
城
氏
と
の
間
で
対
立
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
両
氏
の
対
立
に
関
わ
る
戦
闘
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
保
内
に
お
け
る
岩
城
氏
方
と
の
戦
闘
が
生
じ
て
い
る
中
、
義

篤
は
重
臣
で
あ
り
保
内
方
面
担
当
の
小
祝
加
賀
守
を
通
じ
て
、「
な
ま
せ
一
き
」

に
対
し
て
参
陣
を
要
請
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
に
出
て
く
る
「
な
ま
せ
一
き
」
は
、
生
瀬
地
域
の
小
生
瀬
周
辺
に
基

盤
を
置
く
石
井
一
族
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
石
井
一
族
は
も
と
も
と
九

州
の
豊
後
国
出
身
で
し
た
が
、
現
矢
祭
町
の
石
井
周
辺
に
土
着
し
、
そ
の
一

族
の
石
井
安
藤
太
郎
が
生
瀬
に
居
住
し
て
い
ま
す
。「
一
揆
」
と
聞
く
と
、
江

戸
時
代
の
百
姓
一
揆
の
よ
う
な
、
領
主
に
対
し
て
年
貢
の
減
免
等
を
訴
え
る

集
団
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
中
世
の
「
一
揆
」
と
い
う
言

葉
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
、「
な
ま
せ
一
き
」
と
は
、
小
生
瀬
の
石
井
一
族
の
同
族
集
団
を
示
す
も

の
で
、
石
井
一
族
の
つ
な
が
り
が
佐
竹
氏
の
保
内
統
治
や
保
内
周
辺
で
の
戦

闘
を
支
え
る
形
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 
 

「
な
ま
せ
一
き
」
の
役
割
を
見
る
上
で
、
次
の
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
佐
竹
氏
重
臣
の
小
祝
兵
衛
三
郎
と
和
田
掃
部
助
が
石
井

蔵
人
ら
に
出
し
た
書
状
は
重
要
で
す
。 

 
 

依
上
の
事
は
、
程
な
く
落
ち
着
く
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
親
類
ま
わ
り

へ
（
味
方
に
）
引
き
入
る
よ
う
に
と
（
敵
方
が
）
申
し
て
き
た
と
し
て

も
、
ま
ず
無
益
な
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
石
井
蔵
人
の
兄
弟
の
方
々

と
談
合
し
、
そ
ち
ら
に
留
ま
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。（
頃
藤
の
）
小
川
殿

や
高
倉
の
方
々
と
何
事
も
よ
く
よ
く
談
合
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。 

（
「
小
祝
兵
衛
三
郎
・
和
田
掃
部
助
連
署
書
状
写
」
部
分
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
五
） 

こ
ち
ら
も
書
状
に
記
さ
れ
た
状
況
に
不
明
な
点
が
多
い
で
す
が
、
佐
竹
氏

と
岩
城
氏
と
の
対
立
が
佐
竹
氏
方
の
勝
利
で
落
ち
着
き
、
保
内
全
域
が
再
び

佐
竹
氏
の
支
配
に
入
る
中
、
天
文
九
年
頃
に
保
内
を
め
ぐ
る
紛
争
が
再
燃
し

た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、「
な
ま
せ
一
き
」
の
構
成
員
で
も
あ
る
石
井
蔵
人

が
、
兄
弟
や
親
類
と
談
合
し
な
が
ら
、
保
内
方
面
の
対
応
を
ま
か
さ
れ
て
い

る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
井
蔵
人
の
親
類
に
敵
が
工
作
を
仕
掛
け
て

き
て
も
無
駄
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、「
な
ま
せ
一
き
」
の
連
帯
に
対
し
、
佐

竹
氏
方
は
強
い
信
頼
を
置
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
石
井
蔵
人
は
頃
藤

城
主
小
川
氏
や
天
下
野
街
道
沿
い
の
高
倉
の
武
士
た
ち
と
も
連
携
を
と
っ
て

い
ま
す
。
石
井
蔵
人
は
一
族
だ
け
で
は
な
く
、
生
瀬
周
辺
の
領
主
と
も
良
好

な
関
係
を
築
き
、
生
瀬
内
外
に
渡
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
広
く
人
的
関
係
を
持
つ
石
井
一
族
が
、
佐
竹
氏
の
保
内
支
配
を

支
え
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 
 

 
 

（
藤
井
達
也
） 

【
史
料
紹
介
】 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
久
慈
郡
大
子
故
城
」 

  

大
子
城
は
、
大
子
町
中
心
部
南
側
の
比
高
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
上
に

あ
る
城
郭
で
す
。
近
年
、
こ
の
大
子
城
を
描
い
た
絵
図
が
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
絵
図
の

名
称
は
「
久
慈
郡
大
子
故
城
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
内
務
省
引
継
地
図

―

内
務
省
引
継
地
図―

〇
二
〇
二―

〇
六
）
で
、
常
陸
国
の
十
五
の
古
城
の
絵
図

を
明
治
時
代
頃
に
集
め
た
「
常
陸
十
五
城
図
」
の
一
つ
で
す
。 

 

絵
図
の
中
心
部
に
は
、
十
間
程
の
区
画
を
中
心
に
東
西
に
曲
輪
が
広
が
る

部
分
と
そ
の
西
側
の
二
十
間
程
の
区
画
を
中
心
と
し
た
曲
輪
か
ら
成
る
大
子

城
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
よ
る
と
、
前
者
は
本
城

（
城
の
中
心
と
な
る
曲
輪
）
で
、
後
者
は
外
城
（
本
城
の
外
側
に
展
開
す
る
曲
輪
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
城
北
東
側
を
流
れ
る
押
川
沿
い
に
は
、「
鎧
淵
」
と
「
兜

渕
」
の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
大
子
城
主
で
あ
っ
た
芳
賀
河

内
守
が
落
城
の
際
に
身
を
投
じ
た
所
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
『
新
編
常
陸
国

誌
』
）
。
ま
た
、
北
側
に
は
、「
往
年
佐
竹
勢
落
死
ト
云
フ
」
と
記
さ
れ
る
「
飛

沢
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
佐

竹
氏
の
大
子
城
攻
撃
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

本
絵
図
で
興
味
深
い
の
は
、
城
南
部
に
「
金
穴 

此
地
金
質
好
シ
ト
云
」
、

城
東
部
に
「
金
鑿
穴
数
所
ア
リ
」「
此
辺
金
穴
ア
リ
」
と
金
の
採
掘
跡
を
示
す

記
述
が
見
ら
れ
る
点
で
す
。
こ
の
辺
り
は
、
小
久
慈
金
山
と
呼
ば
れ
、
佐
竹

氏
時
代
や
江
戸
時
代
初
頭
の
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
頃
、
慶
安
五
年
（
一

六
五
二
）
頃
に
は
金
を
採
掘
し
た
記
録
が
残
り
ま
す
。
小
久
慈
金
山
に
つ
い
て

は
現
地
調
査
が
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
不
明
な
点
が
多
い
で
す
が
、
本

絵
図
は
小
久
慈
金
山
の
痕
跡
に
関
わ
る
貴
重
な
情
報
を
提
示
し
て
く
れ
ま
す
。  

絵
図
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
本
資
料
を
利
用
し
て
大

子
城
の
研
究
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

（
藤
井
達
也
）
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【
大
子
町
内
指
定
・
登
録
文
化
財
紹
介
（
３
）
】 

                
       

常
陸
大
子
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
用
具
及
び
加
工
用
具 

区
分
・
種
類 

国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財 

登
録
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
四
日 

所 

在 

地 

大
子
町
大
字
川
山
九
七
九―

一 

管 

理 

者 

大
子
町 

  

コ
ン
ニ
ャ
ク
カ
ゴ
や
ド
ン
ゴ
入
れ
な
ど
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
用
具
八
十
五

点
及
び
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
薄
切
り
に
す
る
カ
ン
ナ
や
干
す
際
に
用
い
る
ミ
ゴ
、

串
な
ど
の
加
工
用
具
六
十
一
点
は
、
国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
用
具
を
通
し
て
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
栽
培
か
ら
荒
粉
に
す

る
ま
で
の
工
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宮
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
の
「
大
子
町
昔
の
暮
ら
し
資
料
館
」
に
展
示
し
て
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
開
館
時
（
水
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
）
に
無
料
で
見
学
で
き
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
職
員

が
外
出
等
で
不
在
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
見
学
希
望
の
際
は
事
前
に
御

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
（
七
二―

〇
四
五
四
）
。 

〈
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